
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花の都・パリ                          

 
２０２６年１０月１４日、私たちは「花の都・巴里」で第九を歌います。そのステージはパリの

中心地にあり、世界最大規模のパイプオルガンでも有名な「サン・シュルピス教会」です。深く

長い歴史を刻んで来たこの教会にはベートーヴェンが生きた激動の時代、フランス革命の理

想が世界を駆け抜け、ナポレオンがこの教会の歴史に名を刻みました。そんな空間で私たち

の第九が鳴り響く‼ そう思うだけで胸がワクワクしてきます。                  

86名の団員が、その壮大な歴史を胸に新たな扉を開く本日の発声式は、第九が持つ歓

喜の力を信じ、より豊かな響きと感動をめざして歩み始める記念日です。私たちの心を声に

託して「歓喜の精神」を届けましょう。                                    

本年は印象派を代表するモネ、没後 100年。本場フランスで「睡蓮」に出会える幸せは、

彼が一生を懸けて追い続けた光と影に触れて、私たちの芸術の旅を更に彩ってくれることで

しょう。                                                      

一昨年のパリ五輪開会式でエッフェル塔に響いた「愛の賛歌」、あの“パリの心”を今度は

私たちが響かせます。パリの空のもと、私たちの情熱が真っ赤に燃え上がる瞬間が今から

待ち遠しいです。        私たちが作り上げる最高の舞台に向けて幕を開けましょう。    

 

 

高崎第九合唱団 団長 赤羽洋子  
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NPO法人高崎第九合唱団 

＊②第２回練習は２月２２日(日)１３：３０～ 集会ホール  ③3/29（日）13:30 集会 H     ④4/19（日）13:30 コア H     ⑤5/10（日）13:30 コア H   ⑥6/27（土）13:30 集会 H←(6/28 の変更！）  ⑦7/11（土）13:30 コア H     

⑧8/23（日）13:30 市民文化会館（午前中サマーレッスン）  ⑨9/6（日）17:30 結団式 （ホテルメトロポリタン高崎）  ⑩10 月 10 日（土）出発                  

                               ⑨9/6（日）17:30 集会 H ④4/19（日）13:30 コア H  


